






























正解・解答例 
 

教科・科目名 生物（前期日程試験：令和 7年度）1／4 問題番号 R3 

対象学部・ 

学科（課程）等 

理学部（数学科・生物科学科・地球科学科・創造理学コース），

農学部 

１ 

 

25% 

 

採点時の配点 

50 点 

問１ ①ミトコンドリア，② ２，③ 酸素 
 

問２ グルコース輸送体は細胞膜に存在し，細胞外からグルコースが結合す

ると構造が変化して，結合したグルコースを細胞内へ輸送する。 
 
問３ 解糖系では，グルコースは初期段階で濃度が高く，その後消費される。

一方，後続の中間生成物であるグリセルアルデヒド-3-リン酸は反応が進

むにつれて生成される量が増えて濃度が上昇し，最終的にピルビン酸が

生成するため濃度が減少する。そしてピルビン酸が最終的に最も高濃度

な産物となる。 
 
 
問４ グルコース輸送体により，グルコースは細胞内外を移動するが，グルコ

ースがグルコース-６-リン酸に変換されると，細胞内のグルコース濃度

が減少することにより，細胞内へのグルコースの取り込みが促される。

また，グルコース-６-リン酸は細胞外に出られないので，取り込んだグル

コースは失われない。 
 
問５（ｉ）グルカゴン 

（ⅱ）低血糖で視床下部の血糖調節中枢が刺激されると，交感神経を通

じてすい臓のランゲルハンス島のＡ細胞が刺激されてグルカゴン

が分泌される。Ａ細胞は低血糖により直接刺激されて分泌される

経路もある。 
 
問６（ｉ）糖質コルチコイド 

（ⅱ）視床下部で検知された低血糖が脳下垂体前葉に伝えられ，副腎皮

質刺激ホルモンの放出が促進される。それにより副腎皮質から糖

質コルチコイドが分泌される。 
 
問７（１）表 1 により，逆の反応が進むには，16.7 のエネルギーが与えられる

必要があるため，この反応は自然には進行しない。 
（２）必要ない。表 1 により，この反応が進行すると 13.8 のエネルギー

が放出されるので，この反応は自然に進行する。 

 

  



 

正解・解答例 
 

教科・科目名 生物（前期日程試験：令和 7年度）2／4 問題番号 R3 

対象学部・ 

学科（課程）等 

理学部（数学科・生物科学科・地球科学科・創造理学コース），

農学部 

２ 

 

25% 

 

採点時の配点 

50 点 

問１ ①脊髄，②末しょう（末梢），③細胞体，④樹状突起，  
⑤シナプス可塑性 

 
問２ 髄鞘におおわれた部分は電気的な絶縁性が高く，活動電流（局所電流）

が流れにくい。このため，活動電流（局所電流）は軸索がむき出しになっ
ているランビエ絞輪をとびとびに跳躍するため。 

 
問３ 神経細胞が刺激を受けると，細胞膜に存在するナトリウムチャネルが

開き，ナトリウムイオンが細胞外からチャネルを通って細胞内に入る。ナ
トリウムイオンの流入が，常時開いているカリウムチャネルを通って漏
れ出るカリウムイオンの量と比較して圧倒的に多いため，細胞内の電位
が変化し，電位差が生じる。 
 

問４（１）活動電位がシナプス前膜に到達すると，電位依存性カルシウムチャ
ネルが開き，カルシウムイオンが細胞内に流入する。これにより，シ
ナプス小胞内にある（アセチルコリンなどの）神経伝達物質がシナプ
ス間隙に放出される。神経伝達物質はシナプス間隙を拡散し，シナプ
ス後膜に到達する。 

（２）シナプスに残存した神経伝達物質が，シナプス前細胞に回収され
たり，分解されたりするため。 

  
問５ シナプス前細胞から放出された神経伝達物質（γ-アミノ酪酸，GABA な

ど）がシナプス後細胞の受容体に結合すると，塩化物イオンが細胞内に流
入する。この流入によって膜電位が負の方向にシフトし，過分極が生じ
る。 

 
問６（１）刺激を与え続けると，カルシウムチャネルが不活性化したり，シナ

プス小胞の数が減少したりして，放出される神経伝達物質の量が
徐々に減っていく。そのため，運動ニューロンに発生する興奮性シナ
プス後電位（EPSP）も徐々に小さくなり，慣れが形成される。 

（２）尾に電気刺激を与えると，介在ニューロンは軸索末端から神経伝
達物質（セロトニン）を放出する。すると，感覚ニューロンでは，通
常よりもカルシウムイオンの流入量が増加する。結果として，運動
ニューロンに発生する興奮性シナプス後電位（EPSP）も増大し，え
ら引っ込め反射が増強されて起こりやすくなる。 

 
問７ 隣接する複数のニューロンが興奮性シナプスと抑制性シナプスによっ

て複雑に組み合わさった神経回路を構成しているため。 

 



 

正解・解答例 
 

教科・科目名 生物（前期日程試験：令和 7年度）3／4 問題番号 R3 

対象学部・ 

学科（課程）等 

理学部（数学科・生物科学科・地球科学科・創造理学コース），

農学部 

３ 

 

25% 

 

採点時の配点 

50 点 

問１ ①極性 ②頂芽優勢 ③子房 
 

問２ 落果防止剤は離層形成を抑制するオーキシンの作用を有し，離層の形
成を促進するエチレンの作用を抑制しているものと考えられる。 

 
問３ （ｉ）レタスは光発芽種子であることからアブシシン酸の濃度にかかわ

らず発芽しない。 
（ⅱ）光発芽種子であるレタスの発芽条件である光と水，温度条件がそ

ろっていることからアブシシン酸が添加されていない条件では高
い発芽率を示すが，アブシシン酸の濃度が高まるにつれ発芽は抑
制される。 

 
問４ 動物のホルモンは内分泌腺という特殊な器官で合成され，インスリン

の場合は，すい臓のランゲルハンス島の B 細胞で合成される。一方，植
物ホルモンは多様な細胞で合成され，特定の器官で合成されるわけでは
ない。ジベレリンの場合も種子の胚や伸長する茎の細胞など様々な器官
で合成される。 

 
問５（１）植物の成長に際し，ジベレリンは細胞壁のセルロース繊維を横に並

べる。一方，エチレンは細胞壁のセルロース繊維を縦に並べる。その
後オーキシンが作用し，細胞壁の結合が緩み，吸水により膨圧が発生
すると前者は縦方向に，後者は横方向に伸長する。実験Ⅰの果実 2 は
エチレンを多く発生していることから上記の機構で縦方向の伸長が
抑制され，横方向の伸長が促進された。 

（２）実験Ⅰでは果実１，果実 2 ともに胚軸の長さを短くし，直径を増加
させたが，果実 2 の影響が大きかった。実験Ⅱでは，果実 2 に比べ果
実 1 の影響が大きかった。処理は果実の有無のみが異なることから，
果実から発生するエチレンが芽生えの成長を制御していると考えら
れる。成熟期の果実がより多くのエチレンを生成し，与える影響も
大きいことから，実験Ⅱの果実 1 は成熟した果実，果実 2 は未成熟の
果実であると考えらえる。 

（３）（ｉ）品種 A は成熟に伴い果皮が緑色から暗黒色に変化した。その
ため，未成熟果のクロロフィルを維持したまま，アントシアニ
ンという赤色の色素を合成し，暗黒色に見えているものと考え
られる。一方，品種 B は成熟の有無にかかわらず緑色のため，
クロロフィル含量を維持するとともにアントシアニンは合成
していないものと考えられる。 

（ⅱ）リンゴに比べアボカドは成熟に伴うクロロフィルの分解能力
が低い。 

 



正解・解答例 
 

教科・科目名 生物（前期日程試験：令和 7年度）4／4 問題番号 R3 

対象学部・ 

学科（課程）等 

理学部（数学科・生物科学科・地球科学科・創造理学コース），

農学部 

４ 

 

25% 

 

採点時の配点 

50 点 

問１ ①転写，②核，③翻訳，④分裂期 

問２（１）DNA ヘリカーゼ 

（２）90℃程度の高温により DNA の二重鎖間の水素結合を解離させ

る。 

問３（１）ロイシン，セリン，トリプトファン 

（２）遺伝子中の次に現れる AUG が開始コドンとして働くため，遺伝

子の途中から翻訳された短いタンパク質が合成される。もしくは読

み枠がずれた異常なタンパク質ができる。 

 

問４（１）遺伝子の長さは変化していないにもかかわらず，合成されたタン

パク質が小さくなったことから，この遺伝子のアミノ酸を指定して

いたコドンに一塩基置換が起こり終止コドンに変化し，短いタンパ

ク質が合成されたと考えられる。その結果，酵素 P の機能が失われ

た。 

（２）遺伝子の DNA が短くなりタンパク質も小さくなったことから，

この遺伝子 DNA に欠失変異が起こり短いタンパク質が合成された

と考えられる。その結果，酵素 P の機能が失われた。 

（３）この遺伝子の転写に必要な転写調節因子の遺伝子に突然変異が起

こり機能を失ったため，この遺伝子の転写が起こらなくなったと考

えられる。その結果，酵素 P が合成されなくなった。 

（４）変異株 A では酵素 P の遺伝子の転写が正常に起こっていると考

えられ，この遺伝子の転写に必要な転写調節因子は正常である。一

方，変異株 C では酵素 P の遺伝子とその周辺領域は正常である。

そのため，植物体 D は正常な転写調節因子の遺伝子と正常な酵素 P

の遺伝子がそろったため，酵素 P が合成された。 

 



（様式 8） 

採点・評価基準（具体的基準） 

教科・科目名 生物（前期日程試験：令和 7年度）  問題番号 R3 

対象学部・ 

学科（課程）等 

理学部（数学科・生物科学科・地球科学科・創造理学コース）， 

農学部 

出題のねらい １ 代謝とホルモンによる調節機構に関する基礎知識および理解を問う。 

２ 神経系とニューロンに関する基礎知識および理解を問う。 

３ 植物ホルモンに関する基礎知識および理解を問う。 

４ 遺伝子発現の基礎知識と遺伝子変異に関する実験結果から考察する論理

的思考力を問う。 

採点基準 

 

（点数は 200 満

点の場合） 

 
１ 配点 25％（50 点） 

問１ 2 点×3＝ 6 点 
問２ 5 点 
問３ 8 点 
問４ 7 点 
問５（ⅰ） 2 点 

（ⅱ） 6 点 
問６（ⅰ） 2 点 

（ⅱ） 5 点 
問７（１） 5 点 

（２）  4 点 
 

２ 配点 25％（50 点） 
問１ 2 点×5＝10 点 
問２ 5 点 
問３ 5 点 
問４（１） 6 点 

（２） 3 点 
問５ 5 点 
問６（１） 6 点 

（２） 6 点 
問７ 4 点 

 
３ 配点 25％（50 点） 

問１ 3 点×3＝9 点 
問２  7 点 
問３（ⅰ）8 点 
  （ⅱ）8 点 
問４ 4 点 
問５（１）4 点 

（２）4 点 
（３）（ⅰ） 3 点 

（ⅱ） 3 点 



（様式 8） 

 
４ 配点 25％（50 点） 

問１ 2 点×4＝8 点 
問２（１） 3 点 

（２） 4 点 
問３（１） 6 点 

（２） 5 点 
問４（１） 6 点 

（２） 6 点 
（３） 6 点 
（４） 6 点 

 


